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則

　

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
規
則

　

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
大

分
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
懲
役
、
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
、
「
拘
置
さ
れ
て
い
る
場
合
」
の
下
に

「
若
し
く
は
留
置
施
設
に
留
置
さ
れ
て
拘
禁
刑
若
し
く
は
拘
留
の
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
場
合
」
を
加

え
、
同
条
第
二
号
中
「
、
同
法
第
六
十
六
条
」
を
「
又
は
同
法
第
六
十
六
条
」
に
改
め
、
「
又
は
売
春
防
止

法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
補
導
処
分
と
し
て
婦
人
補
導
院
に
収
容

さ
れ
て
い
る
場
合
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
二
第
二
号
の
改
正
規
定

　

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六

　

十
七
号
） 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
「
旧
刑

　

法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規

　

定
す
る
禁
錮
（
以
下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
旧
刑
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
（
以
下
「
旧

　

拘
留
」
と
い
う
。
）
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
（
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

　

第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
い
て
刑
を
執
行
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
少
年
院
を
含

　

む
。
以
下
同
じ
。
）
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
又
は
留
置
施
設
に
留
置
さ
れ
て
当
該
行
為
に
対
す
る
懲
役
、

　

禁
錮
若
し
く
は
旧
拘
留
の
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
改
正
後
の
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

　

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

　

は
、
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
は
、
そ
れ

　

ぞ
れ
拘
禁
刑
又
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
と
、
留
置
施
設
に
留
置
さ

　

れ
て
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
旧
拘
留
の
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
留
置
施
設
に
留
置

　

さ
れ
て
拘
禁
刑
又
は
拘
留
の
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　
私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

私
立
学
校
等
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
号
様
式
の
添
付
書
類
の
12
及
び
第
五
号
様
式
の
添
付
書
類
の
８
中
「第

38条
第

8項
第

2号

」
を
「第

31条
第

1項
第

2号

」
に
、
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
三
十
日（

規
則
）



令
和
七
年
五
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
大
分
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
七
号
様
式
の
裏
面
中
「第

31条

」
を
「第

32条

」
に
、
「懲

役

､
」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
三
号

　
　
　
大
分
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
三
の
経
営
革
新
計
画
承
認
グ
ル
ー
プ
事
業
の
項
及
び
下
請
振
興
事
業
計
画
承
認
グ
ル
ー
プ
事
業
の

項
中
「
〇
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
表
の
総
合
効
率
化
計
画
認
定

グ
ル
ー
プ
事
業
の
項
の
貸
付
け
の
相
手
方
の
欄
中
「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
を
「
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
流
通
業
務
総
合
効
率
化
法
」
を
「
物
資
流
通
効

率
化
法
」
に
、
「
第
二
条
第
十
七
号
」
を
「
第
四
条
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
の
利
率
（
年
利
）
の
欄
中

「
〇
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、
「
流
通
業
務
総
合
効
率
化
法
第
五
条
第
二

項
」
を
「
物
資
流
通
効
率
化
法
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
の
施
設
集
約
化
事
業
の
項
、
共
同
施
設
事

業
の
項
、
設
備
リ
ー
ス
事
業
の
項
、
企
業
合
同
事
業
の
項
、
集
団
化
事
業
の
項
及
び
集
積
区
域
整
備
事
業
の

項
中
「
〇
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
四
の
地
域
産
業
創
造
基
盤
整
備
活
性
化
事
業
の
項
及
び
商
店
街
整
備
等
活
性
化
支
援
事
業
の
項
中

「
〇
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
三
の
規
定
（
利
率
（
年
利
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
別
表

　

第
四
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
申
請
さ
れ
る
資
金
の
貸
付
け
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に

　

申
請
さ
れ
た
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の

　

規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
て
い
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
五
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
四
号

　
　
　

大
分
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
建
築
士
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
一
号
様
式
（
第
二
面
）
中
「禁

錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と

」
を
「拘

禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
た
こ
と

（刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（令
和

4年
法
律
第

67号

）第
2条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

刑
法

（明
治

40年
法
律
第

45号

）第
13条
に
規
定
す
る
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
を
含
む

｡
）
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
規
則
）


